
11月16日（土）に行われた学習発表会に、ご来校いただきましてありがとうございました。こ

の時期に、全校９学年が学習成果を発表する「学習発表会」として実施するのは、今年度で２回

目となります。

１年生から６年生は体育館でステージ発表、７年生から９年生は教室などに分かれて、井川み

らい学の成果発表を行いました。前中期と後期に兄弟姉妹がいても、後期の発表を２回繰り返す

ことで、発表時刻が重ならないような配慮はしましたが、全てのご家庭の事情に寄り添うことは

できなかったかもしれません。それでも、１年生から９年生まで、発達の段階が大きく異なる子

どもたちを全体としてご覧いただきたいという学校の思いは、感じ取っていただけたのではない

でしょうか。

全校合唱「井川讃歌」を発表できたことは、大きな喜びでした。開校に合わせて作られ、大切

に歌い継いできた「井川讃歌」は、学年によって歌う季節が違いますので、全体としては同じよ

うに見えますが、毎年、新しい全校合唱を作り上げて発表しています。各学年の発表も同様に、

子どもたちが初めて学んだことを表現しています。保護者、地域の皆様には、その初めてをご覧

いただき、発表に至る子どもたちの頑張りを感じ取っていただけたものと思っています。温かな

拍手やお声かけ、ありがとうございました。
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秋季体育大会の県大会が行われ、本校からは、

卓球部と柔道部が出場しました。結果をお知ら

せします。

卓球 10月26～27日 男鹿市総合体育館

【女子卓球（団体）】 ベスト８

〈予選リーグ〉

井川 ０－３ 本荘南

井川 ３－１ 湯沢南

〈決勝トーナメント〉

１回戦 井川 ３－１ 横手南

準々決勝 井川 ２－３ 本荘北

【女子卓球（個人）】

１回戦敗退 ※※※※（８年）

２回戦敗退 ※※※※（８年）

ベスト16 ※※※※（７年）

柔道 11月２～３日 男鹿市総合体育館

【男子柔道（個人）】

ベスト８ 81㎏級 ※※※※（７年）



11月20日（水）に、

警察や井川さくら少

年サポートチームの

方々が来校し、「さく

らっ子安全集会」が

行われました。

五城目警察署の方からは、不審者対応などに

ついてのお話があり、サポートチームのみなさ

んは、安全のための基本を寸劇で確認してくだ

さいました。子どもたちは、不審者に危ない目

に遭いそうな寸劇上の女の子に、「いかのおす

し」の内容を大声で教えて、助けてあげようと

必死でした。

その後、前中期生

を代表して６年生か

ら日頃の見守りにつ

いて感謝の気持ちが

伝えられました。

最後に、これまで18年間、スクールガードリ

ーダーとして本校の安全・安心を見守ってくだ

さった※※※※さんへ、１年生から感謝の呼び

かけとメッセージの贈呈が行われました。

呼びかけも立派でしたが、一人一人のメッセ

ージが丁寧で素敵でした。１年生のみなさんに

感謝します。ありがとう。

10月31日（木）に、

「薬物乱用防止教室」

が行われ、今年は６、

８、９年生が学校薬

剤師の阿部先生から

薬物に関わる正しい

知識を教わりました。子どもからは、過剰摂取

（オーバードーズ）についての質問も出るなど、

関心の高さがうかがえました。

11月１日（金）に、２学

期の児童生徒総会が行われ

ました。新たな児童生徒会

テーマは「♯ 井川を再構成 ～学校全体で新

しい伝統を創りあげる～」です。

新会長から、「新しい伝統を創るためには執

行部の力だけでは難しく、全校児童生徒の意識

を変える必要がある。ただ、本校の課題として

他人任せな部分があり、心のどこかで、誰かが

やってくれる、自分はやらなくても何とかなる

という気持ちがあるのではないか。学校をよく

するのも悪くするのも私たち次第だ。」という

強い決意が述べられました。

インターネット利用時間が近隣校に比べて長

く、限りある時間を無為に過ごしてしまってい

るのではないかという本校の課題も、誰かが頑

張ることではなく、一人一人が自覚をもって改

善していくことです。新たな体制で、学校を再

構成しようとする児童生徒会に大いに期待した

いと思います。

早速、11月20日（水）に、生徒会執行部が集

会を開き、全校児童生徒一人一人の意識改革に

向けた取組をスタートしました。

【挨拶】

なぜ挨拶を見直す必要があるのか、挨拶の意

義と井川義務教育学校の現状について説明と提

案がありました。よい例や悪い例を寸劇で示し、

挨拶するときにちょっと迷ってしまう「挨拶あ

るある」への解答を示しました。教職員も含め

て意識を変えていこうという呼びかけに、襟を

正したいと思いました。

【キラッとさん、ありがとう貯金】

みんなのよいところを認め合って、温かな学

校を創ろうという提案でした。来校した際に、

掲示物などにご注目ください。


